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日本語の母音の発音における下あごのうごき

上村幸雄　高田正治

　1．序論

　日本語の母音を発音するときの下顎骨（mandible）のうごきについて観察して，

その機能について考察をくわえる。

　ヨ本語の母音の発音に際しての下あごのうごきについてのじゅうぶんな観測

データーはまだみあたらない。また，筆者らの知るかぎりでは，日本語につい

てばかりでなく，諸器語についても，個々のフォネームの調音運動に下あごが

どのように参加しているかについてのじゅうぶんな考察はまだないようにみう

けられる。R．Sweet，　D．30nes以来の伝統的な音声学において，下あごのうご

きはじゅうぶんな注意の対象となってこなかった。母音の音色を決定するもの

として，舌と唇の位置の変化にはおおきな注意がはらわれてきたが，おおくの

音声学書においては，このふたつの音声器官のうごきと密接な関係をもった下

あごのうごきはまったく無視されているか，あるいは重要でない要素としてじ

ゅうぶんな注意がむけられていない。

　しかし，最：近の音声学のいろいろな分野における進歩によって，フォネーム

をはじめとする種々の音韻論的な諸単位の調音運動を研究するばあい，従来の

ように結果としてできあがった音声器官の位置と形とを記述するだけではなく，

どのようにして個々の音声器宮を特定の位置に位置させ，あるいは特定の形を

とらせるかということに注意がむけられるようになってきた。そして，そのよ

うな観点からみたばあいには，下あごのうごきは舌および唇の形と位置を決定

するためのたいへん重要な要素として注目されてくるのである。たとえば，D．

Jonesは母音の発音の説明に際して，下あごのうごきを完全に無視しながら，

下あごを固定させて香の位置だけを変化させた音声器官の図をかかげているが，

このような説明は不完全あるいはあやまりであるばかりでなく，実践的にも音

　　　　　　　　　　　　　　　　186



声指導において欠陥があることがあきらかにされている。すなわち，調音的な

音声学の知識を利用して臼本語あるいは外国語の発音を指導するばあい，学点

者は下あごの開きについておしえられることなしに，舌の位置をあれこれとう

こかすように指示をうける結果，しばしば下あごを固定させたまま舌を不自然

にうごかそうとしたり，またそのために青を異常に緊張させたりしてしまうの

である。しかし，事実において香はおおくのばあい，下あごの適切なうごきに

たすけられではじめて，適正な位遣，適切で欝然な姿勢をとることができるの

である。おなじことは唇についてもあてはまる。さらに，下あごが調音へ参hll

するその程度は出語によってちがいうるし，また一一つの言語のなかで，フォネ

ームそしてアロフォンごとにことなっており．またたとえば明瞭な発音とぼNや

けた発音とではことなっている。

　以下に筆者らがこの小論で報告するものは，澱本語の音色をことにする5個

の母音（フォネームの数からいえばみじか母音フtネーム5個，なが・母音フー4’

ネーム5個計10個）のそれぞれの調音における下あごのうごきに限定される。

筆者らは環本語の種々の発話の発音における椀々の鼻声器窟の運動をX線映画

による資料をもちいて研究しているが，ここに報告するのはその…部分である。

　下顎骨のうごきの他の音声器欝（特に香と唇）との関係については羅下考察

をすすめつつあるが，面輔の報告ではこの点にはあまりふれない。また，下あ

ごのうごきが一母音に先行する子音フォネームによってどのように変ってくるか

についてはここで考察をくわえているが，子音フォネーム自身の発音における

下顎滑のうごきに関してはここではふかく立入らない。つぎの機会に報告する

予定である。

　2．資料

x線翻心躰語の発熱（鷹1・うつしだされている映像を資料とした．こ

の映画における発音者は上村であって，したがってここでもちいた資料は一一個

入のものにすぎない。X線映臨的な資料をおおくの被験者からとることはでき

ないことであるからこれはやむをえない。しかし，このデーターおよびそこか

らひきだされる結論は，音声器官の鋼心的な特徴や発音上の油入的なくせを同

　　　　　　　　　　　　　　　　187



時に反映しているとしても，やはりきわめておおくの点で標準的なB本語の話

し手に共通する特徴を反映しているとみないわけにはいかない。一個人の資料

からえたとはいえ，あとにのべる結論はきわめて一般性のたかいものであると

筆者らはかんがえる。そして問題を下あごのうごきに限定するならば，これは

X線映画的な方法によらずに多人数のデーターをうることも今後可能であるか

ち，われわれのえた結論はそうした多数例の計測データーにもとづいた研究が

今後おこなわれればたしかめられるであろう。

　今回，計測と分析の対象としたX線映画資料はつぎの5種類のものである。

　寳料1　一個の母音フォネームだけからなる無意味音節の発話で，つぎの（a），

（b），（c＞，（d）の4種類のセットからなる。

資料の整理番号を示す。以下同様。

　　（a）　ai：　ii：　ui：　eii　oii

　　（b）　a；　i：　tu　e：　o：

　　（c）　a一　i’　ur　e’　o’　a’　i’　u’

　　（d）a1欄，　i

（）の中の数字はX線映画フィルム中の

e’　o’

　　　　　　　　1｛圏，u2個，　e　3掴，02個

　（a），（b），（c）の三つの発音のセットはいずれも，あいだにみじかい休止をはさ

んでこの順序（すなわち，aiueoの順）に発音されたものである。

　そのうち（a）の5個のなが母音は下降調のアクセントをつけて2拍の単語とみ

なされるように発音された。あいだにはごくみじかい休止をおいたが，その休

止はあとから観察した結果，口蓋垂の下降をともなっていない。

　（b）のなが母音は五つともおなじたかさで，かつ，それぞれを全平調で，すな

わち無意味単語としてではなく，単なる一母音として発音された。あいだにはみ

じかい休止があり，その休止はあとから観察した結果，口蓋垂の下降をともな

っている。

　（c）は東京の人が五十音図のaiueoをよむときのようなアクセントをつけ

て，すなわちa「iu”　e　“oのようなアクセントの型で，これをゆっくりと二度お

なじ調子でくりかえして発音したものである。各母音のあいだには休止はなく，

ふたつのaiueoのあいだには口蓋垂の下降をともなう休止がおかれた。1

園冒を（c）の1，2回目を（c）の2とする。

　（d）の母音はそれぞれ後述の資料Wでしめした環境のなかではっきりしたみじ
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か母音として発音されたものである。前後には休止があり，その休止はあとか

らの観察によればlJ蓋垂の下降をともなっている。

　資料II　誇張あるいは不自然な修正をおこなって発音された5個の母音フォ

ネーム2組。

　　（e）　at　i；　ur　e：　oi　〈3－2）
　　（f）　at　i：　ur　e：　o：　（3－6）
　（e）における5個の母音は，日本語の母音としての規範性をできるだけそこな

わないようにしながら調音器宮の運動を誇張して発音したものであって，無意

味単語としてではなく，単なるなが母音として全平調で発音された。あいだの

休止には口蓋垂の下降がみられる。

　（f）の5個の羅音は，丁度，腹掛軸師がおこなうように下顎骨および唇をうこ

かさずに舌の位置の変化によってだけ日本語の5個の母音の音色を区別して発

音したものである。音色は当然いちじるしくそこなわれ，また，ぱやけている

が，これがaiueoと発音されているということはだれにも聞いてはっきり

とわかる。これも（b），（e）とおなじように全平調の単なるなが母音として発音さ

れていて，あいだの休止には口蓋垂の下降がみとめられる。

　　　　　n　　　幟2＞
　　　　　　　　　　というフォネームの組合せで発音された無意味音節の　費料HI　CVΣCV

発話のシリーズ29組114種類（ただし，繭後の2個の子音は同一のフォネー

ム，そしてv＝とvはおなじ音色のなが母音フォネームとみじか玉音フォネー

ム）。

　発音された発話は以下にあげるとおりであって，つまる音，はねる音をのぞ

いた現代の霞本語における子音フォネームと母音フォ2・一一ムの結合のほとんど

全部をつくしている。それぞれの発話は第1モーラと第2モーラとのあいだに

アクセントのさがりめのある（すなわち下降調のアクセント型をもった）3モ

ーラの無意味単語として，以下にあげる順に発音された。各発話のあいだには

みじかい休止がおかれたが，この休止は口蓋垂の下降をともなっているという

ことがあとからの観察でたしかめられた。発話の各組ごとに，すなわち以下に

しめしたもののなかで行が変るごとに，ややながい休癒がおかれているが，こ

の休止も口蓋垂の下降をともなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　189



jan：ja

　　l
wa　’；xva

pa　’：pa

　冒　「　　・

pJa　：pja

ba”；ba

b3’　aiibj　a

ma　’ 撃高

　●　「　　　骨

mJa：曝a
tai：もa

dai：da

sa　：sa

　r．1．．’
sja’：sja

　rl．一r
　　ICICl

　．　n　　噸
cJa’：cJa

　　l
za　：za

　．　1　．
zja　lzja

　　－
na　：na

　：．n．”r
nja　’；n3a

ralira

　　　　t．1．．．t
　　　rja’：rja

　　　ka“：ka

　　　kjai；kja

　　　ga　’：ga

　　　gja“：gja

　　　　　l
　　　ga　’：pa

　　　　f．　．1“．．　1

　　　ma　’rpJa

　　　hai：ha

　　　hja　’：hj　a

　　　hwai：hwa

　　蜜料w

からなる。

　　　（g）　pa　a

　　　（h）Pユ三

　　　（i）　pu　u

：．．1．．．．．

ju’rju

Nviiixvi

　●「　　曹

PI＝P芝

　：”1一”！
pju’；pju

bi「＝b呈

bju「芸bju

　●「　　　の

m1　二rn1

　．　1　．
鵬JU；mJU

te「誌e

deiide

　：1一一．t

　　；siS三

sjui：sju

cu　’；cu

　．　1．　．

Cju＝C3租
　，一1　　噛

Zl　；ZI

　：．．1．．　．．

ZJU’IZjU

ni「：揺

　t．1．　r
nJu’m3u
　夢「　　・

m　lr1

　f．．1．　．

rju’lrju

kii：ki

｝cjui；kju

9圭「＝gi

　r．　．nu　f

gju’：gJu
　r．　rr　u．t　．一

Bl　’：Bl

Djuiigju

hin：h三

hjuiihju

hwii：hwi

jei：je

wei；we

pu　；pu

　．　n　　．

pjo　rpjo

bゼ：bu

bJ’on：bjo

muiimu

mjonlmjo

to”：to

doi：do

su　’：su

　●　　「　　　　零

sJe　：sje

　！一1一一1
cje’：cje

　　l
zu　’ Gzu

　t－r一一r
zJe　’：zje

nunrnu

縛。、＝烈jo

rui：ru

rjo’：rjo

kガ＝ka

kjo“ikjo

9ゴ＝gu

gjo’：gje

　　l
gu　’：su

pjo’：gjo

hui：hu

hjo’：hjo

hwei：hwe

joi；jo

woi；wo

peiipe

beiibe

mei；me

sel：se

sjoi：sjo

cjoi：cjo

　　l
ze　’：ze

zjenlzjo

ne　’me

rel：re

ke”：ke

　　1
ge　’：ge

　　1
Be　’：ge

he”ihe

hwoi：hwo

CV型のみじかい無意味な一音節の発話で，

ka　sa

k圭　si

ku　su

ta　na　ha

oi　ni　hi

cu　nu　hu

ma　ja　ra

mS　ri　ei

mu　．iu　ru

三鱒

　　　　　　　　　　　　　（1－2）
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poirpo　（i’4）
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boiibo　（1－6）
　　　　　　　　　　　　　（1－7）

mo“：mo　（1－8）
　　　　　　　　　　　　　（1－9）

　　　　　　　　　　　　　（　1　一IO）

　　　　　　　　　　　　　（　1　一11）

sol；so　（1－12）
　　　　　　　　　　　　　（　1　一13）

　　　　　　　　　　　　　（　1　一14）

　　　　　　　　　　　　　（　1　一15）

zQi：zo　（1－16）
　　　　　　　　　　　　　（i　一17）

noi：no　（1’18）
　　　　　　　　　　　　　（　i　一19）

ro”：ro　（　1　－20）

　　　　　　　　　　　　　（　1　一21）

koi；ko　（1－22）
　　　　　　　　　　　　　（　1　一23）

go”：go　（1－24）
　　　　　　　　　　　　　（　1　一25）

Doi：go　（1－26）
　　　　　　　　　　　　　（　1　一27）

hoiihe　（1－28）
　　　　　　　　　　　　　（　1　一29）

　　　　　　　　　　　　　（　1　一30）

’つぎの5種類のセット

wa　導a
ti

l

u　pu

（1　一40）

（i　一41）

（　1　一45）



　　　　（j）e　ke　se　te　ne　he　me　e　re　e　（1－46）
　　　　（k）　po　o　ko　so　to　no　ho　mo　」o　ro　o　po　．　（1－47）

　　これら5組の音節のセットはすべて各音節のあいだにみじがい休止があり，

この休止は口蓋垂の下降をともなっていることがあとからたしかめられた。こ

れらの音節はすべてみじか音節として，ほぼおなじたかさで，みじかい休止を

おきながら連続して発音された。

　　蟹料V　労音の朗読。藤村の「夜明け前」の末羅の一一部からとったテキスト

は，つぎのとおりであり，普通の朗読の速さで発音された。環蓋壷の下降をと

もなう休止は＊印をつけた位置で．観察された。

son－ot－o］．k．　Sni　paq”tg　rT｝．iiJrgto　kj．uir．sjlg：t／，　ato　．　site　paata　ltjuirho”N，　TziNto，NTjato

　　その時に　なって　みると，＊旧庄屋と　して，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧本陣問歴と

s灘端端as鞭mo。鞭e㎎灘n’農葱、　（2－1＞
s．u“

b?ｇｅ　suJbete．　usironi　rpaq”ta　（2－2）
　　　　　，　すべ．て　　後に　なった。＊丁べて

hitolri　kaireno　sj’oi：gaiga　owario　cugetabaikarlde　naiku　isiNi“raino
ひとり　　彼の　　　生涯が　　終を　告げたばかりで　なく，＊　維薪以来の

mel：zino　bg”tairno　sono　zju：kjurneNaitarimaideo　h4toioimo　katoiki．to　site
　　　　　　　　　　台も　その　　　19年あたりまでを　　’一つの　　．過渡期と　して　明治の　　　　　　　　　舞

olog．iku　m＆iv＆．rikqJkete　it＆　（2－3）
大きく　廻りかけて　　いた。＊

hitorbit．o．wa　Qi．［tylpgo　h｛1．；apNda　kino；no　hoisjuni　c？kai　re　hoisjuo　haraNda

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液れ，＊保守を　　孕んだ　　　　　　　　　　進歩を　　　人々は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昨Bの　　　　　　　　　　　　　　　　　　孕んだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保守に

kipttno　sij”N．p．　gnirmo　o！“｝c4ireta　（2－4）
昨日の　　　　　　　　進歩にも　　　疲れた。　＊

atarda．siii　niqpqiN．o　moe．omeiru　koko”rowa　jo：jaku　o”okuno　wakamonono
　　些しい　　　　　　　　　　日本を　　　　　　　　　　　　　　　　　：求める　　　　心は　　　漸く　　多くの　　　若者の

rnmp．．eini　kiza：slte　kiitaga　slkaisi　ho：keNzi”daio　ho：rnuru　kotoba”kario
　　　　　　　　　　　　　　　　きたが，ボしかし＊封建時代を　　葬る　　ことばかりを　　　　　　　　　萌して　　胸に

slqte　ma”da　m4kotono　iis￥Nno　zjo：zjusuru　hino　nozomu　ko“temo　dekinnai

知って，＊まだ　まことの維薪の　成就する　稼を　望む　　ことも　出来ない

ioilnq　hu．1．”tsoina　us31．g一．ur．，．q．s4ga　a］tprl．o．si）h．q￥site　ita　（2－5）

よつな＊不幸な＊　薄暗さが　　あたりを支配して　いた。＊

　　また，補足的な資料としてつぎの2種類のものを計測の対象とした。
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　禰足中気王　下あごをひろく開く運動　　　　　　　　　　　　　（4－10）

　ゆるんだよわい母音を発音しながら，しだいに下あごをおおきくひろげて最：

大限まで開く運動。これは下あごが最大限どのくらい開くものであるか，また，

そのばあい，下顎骨がどのような軌跡をえがくかということをあきらかにする

ためにおこなったものである。

　禰星蟹料II　D．Jonesの基本母音を連続的に発音したもの。　　　（3　一18）

　DJonesの8個の基本母音にぎをくわえて，これを1eεaaoou’iiの順に連

続して移行的に発音したものである。これはD．Jonesの基本母音についての検

討をおこなうために発音したものであるが，この論文ではその検討はおこなわ

ず，これを下あごの運動の軌跡をしらべるためのデーターとしてのみ利用する。

　資料1からWまでの無意味音節についてのX線映画資料には，約2年をへ

だてた別の機会に発音をおこなって撮影，録音したものがいりまじっている。

このうち資料1の（c）と（d）および資料Wは第1回目，他は第2回目のものである

が，第1回目と第2幽霊とのあいだには一貫して発音のしかたにいくらかちが

いがある。すなわち，第1圃目のときには音節を単語としてではなく音節とし

て，丁度，五十音図をゆっくりと読むような調子で，ほぼおなじながさの休止

をおきながらリズミカルに発音した。第2血目のばあいは音節あるいは音節連

続をアクセントの型をもった無意味な単語として発音した。ただし，第2回に

属するもののうち，資料1の（b）と資料Hの（eXf）とは無意味な単語としてではな

く，単なる母音として発音されている。このために第1回目のばあいの方が第

2回目く1の（a），1互Dとくらべて調音器官のうごきがいくらか誇張ぎみとなり，

また，発音したときの声のおおきさもおおきくなった。その結果はあとでのべ

るように下あごの開き方のおおきさのちがいとしてもあらわれているが，第1

表でしめしたよう

に拍の平均的なな

がさ（時間的持続）

のちがいとしても

あらわれている。

すなわち，発話の

第1褻　資料1～Vの発話の速度

資料の種類 発話の郵赫憲脇 サンプル　モーラ
備　考

資料1一（c） v　　型 0．46 三〇 1回目

ﾌ発音資　料　IV cv　　型 0．33 38

資料1一（a） v＝　　型 0．25 10

資　料　照 GV「とCV型 0．21 327 2回目

ﾌ発音
資　料　V 朗読された文章 0．13 301
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速度は朗読のばあいにもつとも速く，Cず＝CV型の発話がこれにつぎ，以下CV型，

v型という順となっていて，これは以下でのべる下あごの開きの程度の差異と

かかわっている。なお，無意味単語としてではなく単なる母音として発音した

例である1の（b），Hの（e），（f）のそれぞれの平均のながさは0．46秒，0．45秒，0．50

秒であった。

3．方法，および下顎韓の開閉運動に関する予備離な分析

　映像解析用の16mm映写機（コダックアナリスト）および16㎜映像解析システ

ム（NAC社製）をもちいて，以下にのべるような方法によってスクリーン上

にうつしだされた特定のフレームの映像をトレースあるいは計測した。その手

順はつぎのとおりである。

　（1）　トレーースあるいは餅測をおこなうべきフレームの選定

　まず，問題の発話において母音の調音上の持続部の中心の部分がうつしださ

れていると判断されるフレームを選定する。すなわち，舌の形，羅蓋垂の位置

などによって問題の母音フォネームの調音上の峰の中心をうつしだしている．と

判断されるフレームをえらびだし，さらにこれがソナグラフにあらわれる音響

上の持続部と対応しているかどうかをしらべて，フレームの選定にあやまりが

ないかどうかをチェックする。

　（2）品品の正中断面のトレーシング

　写真はこの研究でつかわれたX線映画フィルムのフレームの一例であり，第
1図（注3）はスクリーン上にうつしだされたこうした映像からつくられた声道の

正中断面のトレース図の例である。

　トレースは下あごの運動をしらべるためだけではなく，いろいろな音声器宮

の位置やうごきをしらべる目的でおおくのフレームについておこなわれたが，

その詳細については別の機会にのべる。

　（3）下顎轡の位躍の謝測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注4＞　下顎骨のうごきをしらべるために，我々は下顎骨に固定している下の門歯

の先端を測定点としてえらんだ。これをA点とする。そしてこの位置が上顎骨

（maxi｝la）からどれだけはなれているかをしらべるためにつぎの方法をとった。
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第1図　X線映画フィルムのトレース図の1例
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　　　　　　　　　M
（r♂二raという発話のながbl音atの持続部における声道の正中断面を

　トレースしたもの。）
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　まず第2図のように，スター）　一ン上にうつしだされている上門歯の先端Bと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注5）
上の左側第2小臼歯に充血されている金属の下のへり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cとのあいだを直線

でむすび，つぎにA点と直線BCとのあいだの最短距離ADをもとめてこれを

計測した。二線BCは被験者か普通に正面をむいたばあいほぼ水平になるか，

あるいはわずかに（IO度くらい）前にかたむいており，かつ，上あごと下あご

がかみあわされたばあいに上下の歯列の接触面がつくる線とほぼ一致している。

こうしてスクリーン上あるいはトレース図のうえでえられた計測値は下あごに

はりつけられた硬貨（50円硬貨で直径25m皿，一部のフレームでは10円硬貨で

23．5min）の像を基準にして実際の距離に換算された。

　　　　　　　糖2図　下あごの開きを計測するための基準線

　　　　　　　c
・／DIノ〉レ
A

　被験者の上下の門歯は前後の方向には正常な啖合をしているので，両者が完

全にかみあわさったばあい，A点は上門歯の裏側にはいって基準線BCよりも上

にでる。このばあいの計測値ADにはマイナスの値をあたえるようにし，第2図

のようにA点が基準線BCより下にくるばあいは計測値ADにプラスの値をあた

えることにした。なお，被験者が上下の歯をかるくかみあわせたときのADの値
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は一5mmであり，できるだけロをおおきく開いたとき（補足資料1）のそれは，

すなわちADの最大値は約45㎜である。また，音声器官が休比状態にあるとき

のADの値は環境によって変動するが，だいたいプラス1臨前後の値をとる。

　（4＞測定最恵についての考慮

　測定値に誤差を介入させる要因としては，（イ）映像にふくまれている不鮮明な

輪郭，（m）トレース作業上での誤差，のトレース図の線の太さ，ωわずかではあ

るが生じている被験者の頭部のゆれなどがあげられる。これらの誤差要因の存

在から㎜以下のADの数値は無意味なものと推定される。したがって㎜一単位以

下のADの値は四捨五入することとした。これらの要因がかさなったとしても，

実際の距離に換算されたADの値に1闘以上の誤差が介入する余地はきわめて

ちいさいと考えられる。

　また，下顎骨の開く運動がどのような特徴をもつものであるかをしるため

に，つぎのような予備的な分析と考察をおこなった。

⑤下顎働の騰醗遡鋤にともなう下門鯛の先蠣のえがく軌蹄の分析

　発話にさいする下あ

ごの開き方の特性をあ

らかじめ知るために，

補足資料1とIIによっ

て，下あごが開くにし

たがって下門歯の先端

がえがく繭線がどのよ

うな特徴をもっている

かをしらべた。第3図は

補足資料1における下

門歯の先端の軌跡をえ

がいたものである。この

図であきらかなように，

下門歯の先端のだどる

軌跡は一点に中心をも

第3図　下あごをひろく開く運動（補足資料1）

　　　　における下門歯先端のえがく軌跡

味∀〉
「’

ﾝ
　errs．

　　累

　　　写

　　　　r℃grrs

　　　A一一・…開く運動における下門歯の先端

　　　　・一一‘閉じる運動における下門歯の先端
　　　　（一番上の西つのくはこの資料（補足資料1）には

　　　かけているので，他の資料からおぎなって記入した＞

　　　1｛Xi



つ円孤とはならないで，第3図にみられるようなやや複雑な曲線をえがく。こ

れは下顎骨が開閉するとき軸としてはたらく部分（すなわち下顎頭）が下顎骨
　　　　　　　　　　　（注6）
　　　　　　　　　　　　　をおこすためである。軸のこの移動は下あごが開が開く途中で位置の移動

いていってわれわれの計測値でいえばADの値が10mmぐらいになったときとく

におおきなものがおこり，さらに下あごが開いて最大値にちかづくすこし前

（AD　＝40mmぐらい）のところでふたたびおおきなものがおきる。第3図にお

ける下門歯先端の軌跡のADの値が10㎜と40mmのところでくぼみを生じている

のはそのためである。補足資料1において下あごが開いていく過程では，AD

が10mmくらいの位置で800msにちかい運動の停留状態がみられ，下あごを閉じ

る過程ではおなじ位置で300ms内外の停滞が生じた。停留状態は開いていくと

き，さらにA　D　・＝40mmぐらいのところでも生じている。そして開く運動の過程

で生eたこの2團の停留においては，わずかであるが下あごの運動する方向が

一時的に逆になる（すなわち，閉じる）現象さえみられた。この逆方向の運動

はAD匹10㎜ぐらいの位置で約1閲，　ADM舳瓜ぐらいのところで約2㎜おこ

っているのが観測された。AD　・4emmぐらいの位置における停留現象はことば

の発声にほとんど無関係であるが，AD＝＝1（imぐらいの位置における停留現象

は発音における下あごの開閉運動に関係してきうる。しかし下あごを最大に開

く運動のときにこの位置で800msにもおよぶながい停滞が生じたのは，下あご

を最大限に開く必要のために生じたものと推定される。下あごの開きがこれよ

りもちいさい母音の発音のばあいにおいては停滞は生ずるけれども，もっと時

間的にみじかく，かつ，なめらかなものとなって，下あごが逆方向にうごくよ

うないちじるしい停滞はみられなくなる。

　第4図は資料1の（c）における母音aを発音するばあいの，下あごが開いてい

くときの下門歯先端の軌跡をえがいたものである。この母音aの下あごの開き

はAD・・16mmであるが，　AD≒10闘のところで開く運動の速度がにぶワ，にぶ

ったままの速度で下あごの位置はAD　・16mifiの位置に達する。第4図に記入さ

れているフレーム番号でみると119あたりから135あたりまでの下門歯先端をし

めす記号がたてこんでいるのは，開く運動の速度がにぶったことをしめしてい

る。
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第轟図　資料1一（c）における母音aを発音したときの

　　　下門歯先端の軌跡

し）
’一一．一i

X“lkiltll，iilll，ttK／lz／？／”“pabptlt

　第5図は資料il一

（e）のなかの誇張して

発音した母音aにお

ける下あごの開く運

動をえがいたもので

あって，このaにお

いてADが最大とな

るときの値は21㎜で

ある。このaの発音

においては下あごの

開く運動はAD　・10

㎜ぐらいのところで

いったん停留をおこ

し（フレーム番号で

　　数字はフレーム番号（No．115～M135＞

第5図　罎音aを誇張して発音したとぎく資料H一（e）〉

　　　の下門歯先端の軌跡

　　　　v
vi　V

墾
搬

数字はフレーム番号（酪35～照60）
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いえば40～45のところ），その点をすぎてからふたたび速さをましている。

　こうして下あごの開きがAD間の距離で10mmをこえる発音においては，下あ

ごの開きは軸の位置の移動に原因する運動の停二三の影響をうけるとみられる。

この軸の位置の移動は軸となっている下顎骨の関節突起が下顎窩のくぼみにそ

って下の方に移動するためにおこるものとおもわれる。なお，補足資料1では

下あごを最大に開いたすぐあとで舌をだす運動をおこなっているために，第3

図では下あごが開くときの軌跡と閉じるときの軌跡とは下あごがひろく開いて

いる部分ではおなじにはなっていない。しかし，開くときの軌跡と閉じるとき

の軌跡とはこのような特別のことをしないかぎりではほぼおなじとなる。

　第6図は補足資料11のD．JOResの基本母音を連続的に発音したばあいの下門

第6図　DJonesの基本母音（補足資料II）における

　　　下門歯先端と舌の最高点の分布

see．一　0470
　　　　　．45010ｹ乙。・

　　　　v
　　v．一　470

噂←4。。

　　　：．一一一一　350

　200　●a一一一320

　　270
　　3eo

2eOe

し） 2竃Q

・435

．　430

　　　◎400
2弓0　　。350
　　　の　　　　の
　　　30Q　320

郵図における繭

下門歯先端の分布のうちく印は開く運動で，

・印は閉じる運動をしめす。

数字はフレーム番号（蕊50～陥470）
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歯先端のとった位置

を第3図とおなじ軌

跡の上にしるしたも

のである。一番上の

山型の点が1（基本

舞音M1），黒丸が

u　（同≠MeT．8）　にお‘ナ

る下門歯先端の位置

をしめしており，一

番下の点はa　（同A6．

4）およびa（同M．

5＞の位置をしめし

ている。第6図には

同時に香の最高点の

位置のうごきを超群

してある。　（発音者

はJVo．　1から酪8まで

の母音をひとつづき

の母音として連続的



にすこしつつ音色をかえながら発音している。）

　さらに第7図はおなじ補足資料1でえられた軌跡の上に資料1一（c＞における

u

第フ圏　資料1一（c）における日本語五母音の

　　　下門歯先端の分布

一7V

第3図における戦跡

5個の母音の下門歯

先端の位置をいれた

ものである。このふ

たつの図のうち第6

図のばあいには下門

歯先端の位置は第3

図における下門歯先

端の軌跡よi）も約1

111IRうしろにずれてお

り，っ（焔6）から◎

（Na　7）にうつって

いくあたりでそのず

れは2㎜ぐらいに達

している。このよう

なずれがおこったのは，この基本母膏の発音において発音者がふだんよりも舌

をうこかすための諸筋肉を緊張させたために下顎骨がその影響をこうむったこ

とによるとおもわれる。つから。にかけてずれがおおきくなったのはこれらの

母音を発音する際に香全体をつよくうしろにひく努力を発音者がおこなったた

めであろう。第7図の日本語の母音のばあいにはe，o，　a，　uの四つの母音

では下門歯先端は第3図における軌跡の上にある。しかし，前舌のせま母if　i

のばあいには下門歯先端は軌跡から1～1．5mmくらいうしろにずれていて，下顎

骨が後退したことをしめしている。これは前舌のせま母音iを発音するさいの

genioglossus　m．（オトガイ舌筋）またはgeniohyoideus　m．（オトガイ舌骨筋），

もしくは両者の緊張によっておこったものと推定される。第7図にあらわれた

のとおなじ傾向は単独で発音された5個の母音についての他の資料についても

みることができる。したがってこの傾向はヨ本語の母音をふつうに単独で発音

したばあいにある程度一一・SC的にみられる傾向ではないかとおもわれる。しかし
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下あごは下門歯先端を基準にしていえば，第3図でえられた軌跡よりも前後に

tWrmつつうこかすことが可能であり，実際にそのようにして母音を発音するこ

ともできるので，日本語の母音を発音するばあい，下門歯先端がiをのぞいて

つねに第3図の軌跡の上にあるとは断定できない。表現的な発音において，あ

るいは特定の子音の影響のもとに，下顎骨はわずかではあるが前あるいは後に

うごくことがありうる。さらに田本語にかぎらずに母音の発音一般に関してい

うならば，X線のデーターはないけれども，前舌のひろbl音eeなどの母音の誇

張した発音は，下顎骨をわずかながら積極的に前にだす動作をともなって発音

されうる可能性がある。

　また，第7図においては母音のaのばあいだけ下門歯先端の位置が下あごの

運動の停留点（A　D　＝＝　10i！！mくらい）よりも下にきていて，あとの母音における

下門歯先端は停留点よりも上の軌跡の範囲におさまっている。他の資料でSS　a

のばあいの下門歯先端は停留点よりも上におさまっているばあいも，停留点の

下にくるばあいもある。また，資料V（文章朗読）ではaをふくむすべての母

音において下門歯先端は停留点よりも上の位置にとどまっている。このことか

ら日本語の普通の日常会話においては，特に誇張した表現的な発音のばあいを’

のぞけば，下あごの開く程度はほとんど停留点よりも上の範囲内にとどまって

いるのではないかと推測される。

　（6）下門歯先蠕と上の門歯のあいだのせばめの鹿離の籐定

　ADの距離は下顎骨の上顎骨に対する開閉運動の量をしめすための数値とし

ては適切なものといえるが，下門歯先端が上の門歯に頬してつくるせばめの程

度をしめす数値としてはかならずしも適切とはいえない。しかし，このせばめ

の幅はA点が第3図でしめした軌跡の上にあるばあいにはADの値から換算す

ることができる。第2表はこの換算表である。そして，ADの値がプラスとな

るばあいには，せばめの纒はAB間の距離となり，マイナスとなるばあいはA

と上門歯の裏側との間の最短距離となる。たとえば，ADがマイナス5のとき，

つまり上下の門歯がかみあわさっているときには，この値はゼロになt｝　，AD

がゼロのときには4．8㎜，ADが10msnのときは14．Ommとなる。第2表は補足資料

1によってえられた下門歯先端の軌跡をもとにつくられているので，H本語の
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第2嚢　ADとABの演舞表 （単紘闘）

AD 一5 一4　－3 一2 一1 ◎ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

AB 0 LO　1．8 3．0 3．5 4．8 5．4 6．O 6．7 7．4 8．3 9．3 10．5 11．6 ユ2．8 14．0 ユ5．1

AD 12 13 14 ユ5 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 30 40 45

AB ユ5．9 16．8 ユ7．6 18．4 19．4 20．22L2 22．2 23．0 23．8 24．9 26．0 26．8 27．8 33．0 44．◎ 49．5

母音iのように下あごがわずかではあるが後退するようなばあいには数値がわ

ずかに変化する。母音玉のばあいの例のように下顎骨がこの軌跡からはずれる

ばあいにはそれに応じてこの表の値は修正されなければならない。

母．結果

　計測の結果を資料ごとにつぎの4部分にわけてのべる。

　　（1）単独に発音された母音（資料1，II＞

　　（2）cvn：ev型の発話における母音（資料III）

　　（3）cv型の発話における母音（資料N）

　　（4）朗読された文章のなかの母音（資料V）

　（雪〉蝋独に発音された母蕾（費料1，II）

　単独に発音された母音の資料は資料1の（aXbXcXd）をあわせるとaとiが各5

例，eが7例，　uと。が各6例となる。このうち，（aXbXc＞の三考の母音はいず

れも五十音図の順序のとおりにaiueoという順序で発音されたものであり，

（d）だけは前にのべたように五十音図のおなじ段に属するほかの音節といっしょ

に，たとえば，pa，　a，　ka，　sa…のように発音されたものである。これら（aXb）

（cXd）の各組における5個の母音の下あごの開き（AD聞の距離）をグラフにし

てしめせば第8図のようになる。第8図の上の段は五母音のADの値を（a），（b），

（c）一1，（c）一一2，（d）の各組ごとにしめしてあり，下の段はそのおなじものを母

音ごとにまとめてしめしてある。なお，（c）一1とは（c）におけるはじめのaiu

eoの発音，（c）一2は（c）における2番目のaiueoの発音である。

　この図からつぎの点を指摘することができる。

　（1）5組を通じてせま母音uにおける下あごの開きはもっともちいさく，A

Dの値はいずれもマイナスとなる。すなわち，上下の門歯がすこしつりかさな

りあって下門歯先端が上の門歯の裏側にすこしはいる。5例の平均値は一2・mm
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（ミリメートル以下の数値はすべて四捨五入する。以下おなじ）である。

　（2）せま母音iにおけるADの値：はuについでちいさいが，いずれもプラス

の値をとる。5例の平均値は3mmである。せま母音董とuとでは下あごの開き

は一貫してiの方がおおきい。

　（3）ひろ母音aにおけるADの値は各組とも一貫して他の4母音よりもおお

きい。aにおける下あごの開きは藍，　uとくらべるとばらっきがおおきい。5

例のうち一・番ちいさい例が（b）のばあいの9㎜，一番おおきいものは（c）一1，（c）

一2，（d）における16㎜であって，5例の平均値は13㎜である。

　（4）与せま，半ひろ母音eと。におけるADの値はどの組においてもi，　u

より首尾一貫しておおきく，aよりも首尾一貫してちいさい。　e　7例，06例

のおのおのの平：均値はeが7mm，　oが8mmであり，両者はほとんどおなじであ

る。それぞれの組．をみると，eとof）ADの値：は（a）ではおなじ数値をとり，（b）

ではeの方がや・やおおきく，（c）一1，（c）一2では反対に。の方がわずかにおお

きい。（d）では，e3例と02例を比較すると，やはり。のADの値の方がわず

かにおおきい傾向がある。このかぎりでは，e，　oのうちの一方が他方よりも

首尾一貫して下あごの開きがおおきくなるという傾向はみられない。

　（5）五つの組のどれをとっても下顎の開き方はuにおいて最小であり，三の

ばあいがこれにつぎ，e，　oではこれよりひろく，　aにおいて最大となる。こ

の点で五つの組は共通している。けれどもe，o，　aの三者のとるADの値は

五つの組桐互のあいだではかなり変動している（その変動輻はeで6㎜，oで

7㎜，aで8闘）。前にものべたように，1園目の撮影のときの資料（ここで

は（c）と（d））は2亀屋にくらべて音量がおおきく，誇張ぎみに発音されているの

で，e，OtaにおけるAD値：がおおきめにでている。このことはどのような

姿勢，どのような構えによって発音をおこなうかによって，e，　o，　aの下あご

の開きはおおきく変化しうることを暗示している。なお，eの例のうち一例だ

けが4闘という比較的ちいさなADの値をとっているが，これはこの例がe，

ke，　se，という順で発音されたものであるために，後続のkの調音の影響をう

けて下あごの開きがちいさくなった結果ではないかと推測される。

　（6）上村幸雄は1972年の論文「現代の音韻（講座国語史第2巻，“音韻史，文
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字史”大幽妙所収）」の中で標準語の5母音における下あごの開きに書及して，

せまい順に賢ieoaの順となるとしているが，eよりも。の方がひろいとみ

なしているのはあやまりで訂正すべきである。岡論文を執筆する際，上村は自

分で母音をleaouという順序にあいだにみじかい休止をおいて発音して計

測をおこなって上のような結果をえたのであるが，この計測結果にはみじかい

休止をこえてあらわれる前進的同化（progressive　assimilation）の影響がく

わわっていた。すなわち上村が計測した自分の発音においてeの開きは先行の

iの開きのためにせまくなり，反対に。の開きは先行のaの開きのためにひろ

くなっていたのである。このように下あごの開きにおける閣化現象がみじかい

休止をのりこえてあらわれることに注目すべきである。この点では資料1の（a），

（b），（c）はaiueoという順で発音されているという鋼約をもっている。この

順序はeと◎のあいだに存在しうる開きの差を同化現象によってちぢめる可能

性をもっているし，またeにおける隔きを先行の母音uによってちいさめにす

る’可能性をもっている。

　第9図には誇張した発音〈資料H一（e）〉と腹話術のような下あごと唇をうこか

第9図　誇張して発音した母音および下あごを

　　　閉じて発音した母音における下顎骨の開き

　一5

　　0

A　　s
n
．（　！o

）　玉5

　20

　25
　mm

資料II一（e）

1　　e　　a　　o　　臓

資料王1一（f）

1　e　a　o　u

さない発音く資料H一

（f）〉における下あごの

開きがしめされている。

　誇張した発音におい

てあきらかなことはe，

o，aの三者のADの

値がとびぬけておおき

くなり（eで19mm，　o

で20闘，aが21mm），

同時にこの三者のあい

だではADの差がちいさくなる点である。これほど下あごをおおきく開いた発

音は日常会話にはほとんどあらわれないものとおもわれるが，このような発音

によっても母音の音色の規範性がぽとんどそこなわれていないということは注

目すべきである。なお下あごを最大に開いたばあいのAD値は前にのべたよう
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に45inmであるが，下あごをこのように開いてしまうと母音，たとえばaを発音

することは不可能にちかく，発声することさえくるしい。誇張した発音の茎，

uにおけるAD値は，前の5種のばあいにくらべてわずかにちいさめになって，

誇張した発音では量，uとe，　o，　aとのあいだの差がおおきくなる。

　上下の門歯を閉じあわせて腹話術師のように発音した母音におけるADの値

はグラフでみられるように，5一母：音とも一4～一5㎜であった。このような発音

においては母音の音色の規範性はおおきくそこなわれるけれども五つの母膏の

音色はじゅうぶん辮訳しうる。第10図はこのときの五つの母音の舌の変化をト

レースしてかさねあわせたものである。歯はほとんどうこいていないが，唇は

発話者の意図に反してわずかにうこいている。

　（2）cv■lcvgeの発無の母音

　第11図はcv「：cv型の無意味な音節連続の母音におけるADの値を各母音ごと

に，そしてさらにそのなかを先行する子音ごとに別にしてしめしたものである。

ただし，第猛図におけるa，u，　e，　oは直音の音節につかわれたものだけである

（拗音の音節におけるものは第12図に別にしめした）。それぞれのグラフの上の

ところにつけてある子音の文字は先行する子音の種類をしめしている。たと

えば一番上の段の左端，上にhとしるしてある棒グラフは／ha’：ha／という発

話，おなじく2段目の左端は／hin：hi／という発話に関するものである。棒グ

ラフについているちいさい丸は◎viicvの第一音節のなが母音におけるAD値を

、しめしており，棒グラフをよこぎっているみじかい横縞はおなじくGvnrCVの第

二音節におけるみじか母音のAD値をしめしている。右端には各母音ごとのA

Dの平均値がしめしてある。また，このcv、Σcv型の発音とおなじときにおなじ

ような条件で発音された母音だけの発音〈資料1一（a＞＞におけるADの値を比

較のためにそえた。この型の発話の測定の結果からつぎのことがあきらかにさ

れた。

　（1）平均値についてみるとADの値はuにおいて最小であってマイナスの値

をとり，圭がこれについでプラスのちいさい値をとり，aにおいて最大となり，

e，oではたがいにちかい値をとってaにつぐという結果となっていて，五つ

の母音梢互の関係は単独で発音された母音のばあいとほぼおなじである。しか
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ag　10図　資料II一（f）における下あごを閉じて発音した斑音a，　i，u，　e，　oの｝・レース図
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CV「：CV型の発話のなかの母音における下あごの開き（その1．直音のばあい）
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しa，e，　oにおける平均のAD値は単独のばあいよりもそれぞれちいさくな

っている（第一音節のなが母音の平均値についていえばaのばあいにおいて約

5mm，　oにおいて4圃，　eにおいて2閲単独の母音のばあいよりちいさい）。こ

、れは主として子音を調音することによる影響が母音の下あごの開きにおよぶた

めであろう。iのばあいの平均値は単独の母音のばあいとひとしく，　uのばあ

いもあまりかわらない。

　（2）　a，e，　oの三者においては，アクセントのおかれた第一音節のなが母

音におけるADの値：の方が第二音節のみじか母音におけるADの値よりも，ほ

ぼ首尾一貫しておおきくなる傾向がある。平均値のばあいaで0．4mm，　eで0．5

mm，　oで0．6mmそれぞれなが母音のADの値がおおきい。これは第一音節，なが

母音，アクセントがある，という三つの条件がかさなって，第一音節の方が第二

音節よりもていねいで明瞭に発音されるために，下あごの開きがいっそうおお

きめになった結果とおもわれる。しかし，上の三者のうちのどの条件がもっと

もきいているかはあきらかでない。uにおいては第一音節のなが母音の方が下

門歯先端がよりたかい位：置をとる傾向があるが，これもおなじ原因によるもの

とみられる。iにおいては第一音節，第二音節の母音のあいだで違いがみられ

ない。

　（3）直音節の母音と拗音節の母音とでは下あごの開きに明瞭なちがいがみら

れる。すなわち第12図でみるように，まずア段の拗音節の母音のADの値はア

段の直音節の母音のそれにくらべると，ほぼ首尾一貫してちいさい。第一音節

のなが母音のADの平均値についていえば，拗音節のばあいの方の値：が直音節

におけるよりも1．5㎜ちいさい。オ段のばあいにもおなじ傾陶がみられ，やはり

第一音節のなが母音におけるADの平均値を例にとれば，1．5㎜ぐらいちいさ

い。ア段，オ段の拗音節におけるこの傾向が子音の口蓋音化のためにおこってい

ることはいうまでもない。ウ段のばあいには首尾一貫していないが，hj，　kj，

rjなどの拗音の子音のあとでは，門歯先端の位置が対応する直音の子音h，　k，

g，rに先行されるばあいよりもわずかに（1～2闘）ひくくなっている。こ

れらのばあいには子音の口蓋音化の影響によって下あごはわずかであるがひく

くなって，直音のばあいのuにくらべて上下の門歯のかさなりがあさくなる。
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・第12図　CV■：CV型の発話穐のなかの母音における下あごの開き

　　　　　　　　（その2．直音と拗音の比較）
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　（4＞先行の子音が後続の母音の一下あごの開きにあたえる影響が子音の種類に

応じてちがっていることがはっきりとあらわれている。まず，香先の摩擦音，

破擦音s，c，　z（sj，　cj，　zj）のあとの母音のADの値は首羅一貫してちい

さくなる。これは，これらの子音の調音（上の歯ぐきとの間のせばめの形成）

を香先がおこなうのをたすけるために，これらの子音の調音において下顎骨が

上昇するからである。つぎに舌先の破裂音，鼻音t，d，　n（nj）のあとの母

音においてもADの値はわずかにちいさくなる傾向がみられる。これも香先を

つかう先行の子音の調音の影響が後続の同音における下顎骨の位置におよんで

いるからである。一方，滋先のはじき音r（rj）のあとの母音は青先の他の子
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音のあとの母音とちがってADの値があまりちいさくならない。これは舌先を

上へおりまげて歯ぐきのところではじくというrの調音の性質上，この運動を

おこなうためには下顎骨が他の舌先の子音のばあいのようには上昇しないこと

によっている。はじく運動を楽におこなうためにはADの値がいくらかおおき

い方がよいのだろう。N本語のt，　d，　nの発音においては舌はほぼたいらな

形をしており，このt，d，　nが純粋なapicalではなくて，　dorsalにちかいご

ともこのt，d，　nとrとの発音における下顎骨の役割のちがいをつくりだし

ている。奥舌の子音k，g，　pのあとでもADの値は，　uのばあいをのぞきわ

ずかながらおおきくなる傾向がある。これはおそらく，奥舌面をまるくしてた

かくもちあげて軟口蓋に密着させるというこれらの子音の調音の形成のために

は，下あごをわずかに開きぎみにした方がやりやすいからであろう。また，や

はりuのばあいをのぞいて，hのあとの母音のADの値：はおおきくなる傾向が

みられる。これはハ行の音節が母音の単独の発音であるア行と調音的にちかい

性質をもっているためであるとみられる。唇の子音p，b，　m，　wのあとの母

音のADの値は，ほぼ子音の平均値にちかい値をとっている。

　（3）GV型の登臨における母奮

　第13図はcv型の発話（資料W）におけるみじか母音のADの値を第11図とお

なじようにグラフにしてしめしたものである。子音をあらわす文字は先行する子

音をあらわしている。右側に平均値，および同一の条件で発音された単独の母音

〈資料1一（d）〉におけるADの平均値があげられている。また，比較のために同

一の先行子音をもつcvi＝cv型の発話における母音のADの値があわせてしめさ

れている。実線は第11図にしめしたものとおなじcv’＝cv型におけるADの値で

あり，点線がcv型の発話における母音のADの値である。このグラフからつぎ

のことがあきらかである。

　（1）前にものべたように，このcv型の資料はいくらか誇張ぎみに発音された

ものであるためにADの値が首尾一貫して前述のcv、：cv型のものよりもおおき

い。

　（2）しかし，それにもかかわらず，cv「：cv型においてのべた（1），（3），（4＞における

のとおなじ傾向が多少の例外があっても首尾一貫してあらわれている。その詳
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細についてはここであらためてのべない。

　（4）朗醗された砂州のなかの母奮

　いわゆる無声化した母音をのぞき，資料Vの五つの文のなかにふくまれてい

るすべてのみじか母音となが母音とを計測の対象とした。そのうち，直音節を

つくっている母音の事例数は／a／63，／i／45，／u／22，／e／27，／o／70である。た

だし，a，　i，　eはなが母音a＝，　i＝，　exをそれぞれ1例ふくんでおり，おなじ

く。はなが母音。＝9例をふくんでいる。この資料におけるADの値：は文章の朗

読という性質から，いろいろと複雑な影響をうけているものとおもわれる。す

なわち，母音に先行する子音の影響のほかに文のイントネーション，文のなか

の単語がうける強めの影響，単語のアクセントの影響，先行および後続する音

節の影響などである。これらの要因はかさなりあってきわめて複雑にADの値

に影響をあたえるとみられるが，ここでは，それは分析の対象とはせず，それ

らの影響をふくんだ結果としてのADの値を他の資料と比較することにとどめ

る。第14図は朗読における直音節のなかの母音のADの値が1　mmことなるごと

に各母音を区分して，その事例がどのくらいあらわれるかをヒストグラムにし

てしめしたものである。各母音ごとのADの平均値はヒストグラムの上下には

みだした点線でしめされている。朗読の資料を前にのべた他の資料と比較する

ために，他の資料のADの値のひろがりおよび平均値をヒストグラムの下側に

しめしてある。また，第15図は朗読における事例を先行子音がことなるごとに

まとめてそれぞれ平均値をだし，先行子音の後続母音のADの値にあたえる影

響がどのようにあらわれるかをしめしたものである。子音をあらわす文字は先

行子音の種類をあらわしており，ゼロとあるのは母音だけの音節であることを

しめしている。また，子音の文字が⇔にはいっているばあいは事例が1例しか

なかったことをしめしている。それぞれの事例の数は第3表にしめしたとおり

である。この第14図と第15図からつぎのことが指摘できる。

　（1）a，e，　oの三つの母音のADの値の平均値：は単独に発音したばあい，

cvn：CVのなかの母音のばあい，　CV型の母音のばあいのいずれとくらべてもちい

さくなって，aでは4．4闘，　eでは2．Omm，　oでは1．4mmとなる。そしてuのばあ

いは他の資料とのあいだにおおきな差がみられない。注臼すべきことは朗読に
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第赫図　文章を朗読したばあいの母音における下あごの開きの分布
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ag　15図　朗読された文章（資料V）における先行子音別にみた母音の

　　　　　下あごの開き（平均値）
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第3褻　朗読された文章（資料V）における先行子音別にわけた母音の一覧表

ア段 イ段 ウ段 隠勢 オ段 計 ア段 ウ段 オ段 計

a 3 i 12 u 3 e 0
11

i2）

29
i2）

，Ja 3 9］u ．］0

2
（
2
）

5
（
2
）

ア
　
o
ノ
、
行

ha 4 猿 1 hu he ho
5
（
2
）

10
i2）

㎏ 9 ㎏ ち ku 4 ke 2 ko
6
（
1
）

26
i1）

kju
3
（
3
）

3
（
3
）

お
く
雷
の
子
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ga 6 gi gu 1 ge 1 9Q 8

ga gi gu ge 9Q 0
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15 38
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おけるaの平均値4，4闘はcv型におけるeの平均値5．5鵬，　oの平均値7曲，

cvircv“Xiにおけるeの平均値4．7㎜などよりもちいさいということである。ま

た，朗読におけるeの平均値2．0㎜，oの平均値L4㎜はcv型の発話におけるi

の平均値4．3㎜よりもずっとちいさく，cviicv型におけるiの平均値1．5㎜と

ほぼひとしい。このことから，無意味音節の発音におけるADの値，そしてお

そらく単語だけをとくにとりだして発音したばあいのADの値というものは実

際の文の発話におけるADの値とはかなりかけはなれたものとなるということ

がいえるだろう。すなわち，孤立した，あるいはとりだされた音節あるいは単

語におけるADの値を現実の会話におけるADの値とみなすことはできないの

である。そして，いうまでもないことであるが，この朗読においてあらわれた

ADの値というものは朗読という特定の条件における一つの例にすぎないから，

H常のさまざまな場面においてあらわれるさまざまなことなった声量，ことな

った発音の明瞭さ，さまざまにことなった表現性をになった発話において，A

Dの値はかな1）変動するにちがいない。

　（2）しかし，それにもかかわらず，この朗読においてもADの値はuにおい．：

最小であり，iがそれにつぎ，　aが最：大，そしてeと。はaとiの申間にあるという

母音網互の関係は前述のほかの資料のばあいとおなじである。このことから，

（1）にのべた事実にもかかわらず，さまざまな種類の現実の発話においても下あ

ごの開き方にみられる五つの母音の僧号の関係は，事例が極端にすくなくて特

別な要鑓が介入したばあいをのぞけば，一般にたもたれるだろう。

　（3）朗読の資料においてはeと。のADの値：は，平均値をくらべると，e2．0

㎜，01．4㎜であってわずかながらeの方がおおきい。このことが有意味なもの

であるかどうかはさらに事例をふやして検討しなければ判断できない。

　（4）先行子音の後続母音のADの値にあたえる影響に関しては，資料III（cvi

＝CV型の発話），資料N（CV型の発話）においてみられたのとpa一一の傾向があき

らかにみられる。すなわち，第15図にみるように，母音ieaoのADの値は，

先行子音がs，z，ついでt，　dなどのときにちいさくなり，　h，　k，　g，　rなどの

ときにはおおきくなる傾向がみられる。
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5．結論と今後の鎖題

　結論として，日本語の母音における下あごの開きに関してつぎのことを指摘

できる。

（1）日本語の母音における下顎骨の開きの程度は発話の種類に応じておおきく

ことなりうる。

（2）それにもかかわらず，同一の性質をもった発話のなかでは下あごの開きの

程度は五つの母音のなかでuが最小（ほとんどのばあい，上下の門歯がわずか

にかさなりあう程度）であり，茎がこれについでちいさく，e，　oはそれより

もひろく，aにおいて最大となる。

（3）誇張した発話においては，下あごの開きの程度：は母音a，e，　oのばあい

におおきくなる。

（4）母音iにおいでは，下顎骨はうしろにきわめてわずかであるが後退するこ

とがみとめられる。

（5）ADの値が約10rrEriをこえるばあいには，下あごを開く運動の速さがその附

近でおそくなる。ただし，朗読におけるADの値の最大値が7㎜であったこと

からみて，B本語をはなす露常生活においてADの値が10㎜をこえるような発

話は大声での演説，表現的な発声，歌，とおくの人へはなしかけるための叫び

声などのようなばあいをのぞけば，比較的まれな，特定のばあいにしかおこら

ないのではないかとおもわれる。

（6）直音節と拗音節を比較すれば，ア段，オ段においては拗音節における下あ

ごの開きは他の条件がおなじであれば直音節のばあいよりもちいさくなる。

（7）先行する子音は一定のしかたで後続の母音の下あごの開く程度に影響を

あたえる。舌先の摩擦音破擦音S，C，　Zのあとの母音の下あごの開きはちい

さめになり，顕著ではないがt，d，　nのあとの母音でも下あごの開きはいく

らかちいさめになる。反対に二二の子音k，g，　g，はじき音r，およびhの

あとの母音では下あごの開きはややおおきめになる。

　今後の課題として以下の問題をのこしている。

（1）上にのべた結果はおおくの標準語の話し手について，また，種々のことな
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る性質の発話についてたしかめられるべきである。

（2）H本語および諸声語の種々の子音の調音における下あごの役割，および子

音から母音への移行にさいしての下あごのうごきの程度についてさらに研究す

べきである。

（3）下あごの運動に関するデーターを唇のうごきおよび舌のうごきと対照させ

て分析することによって，三者の関係，そして，そのなかで下あごがになって

いるどちらかといえばおおくのばあいに補助的であるが重要な役割についてた

だしくみきわめる必要がある。

（4）母音および子音の発音において下あごがはたす役割の重要さ，および下あ

ごと唇，香との栢互関係は言語によってことなりうるだろうと筆者らは推論す

る。たとえば，唇のまるめを多用する欝語，たとえばフランス語，ドイツ語，

スエーデン語などにおいては母音の形成における下あごの開閉運動のはたす役

割は，H本語のような，そうでない書語よりもおそらく相対的にちいさいかも

しれないとわれわれはかんがえている。すなわち，これらの言語では母音の発

音にさいして，下顎骨の開閉運動よりもむしろ唇をうこかす筋肉の活発な活動

が声道の出口のおおきさをきめるうえで主導的な役割をになっているのではな

いかとおもわれるからである。しかし，これらの点をあきらかにするためには

諸言語ごとのデーターが必要である。

（注1）　筆者らが調音運動を研究する目的で，話しことば研究室において作製した

ものである。撮影は東京大学医学部音声言語医学研究施設の沢島政行・広瀬肇両氏の

協力をえて1965年と1967年の2回にわたっておこなった。発音者は上村（東京生れ，

東京育ち）で，一と村はあらかじめ用意したテキストをみながら，はっきりと，そして

不自然な誇張がなるべくはいらないよう気をつけながら発音した。そして音声器官の

うごきを特別なばあいをのぞいてはできるだけ意識しないようにした。くわしくは

「X線映画　B本語の発音について」　（国立国語研究所話しことば研究窪　1970）を

参照されたい。

（注2）　cv「＝cv（たとえばpa’：pa）のような型のフォネームの組合せをえらんだの

は，第一に語頭の子音と舞音間の子音をできるだけ純粋な条件，すなわち，一種類の

母音の影響しかうけないという条件で比較し観察するためである。第一音節の碑音を
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ながくしたのは1秒間に24コマというおそい撮影の速度を考慮して，母音の安定的な

部分がじゅうぶん観察できるように計癒したためである。第一音節をなが母音，第二

音簾をみじか母音とし，かつ，第一音節にアクセントを位竃させたことは観察の条件

の純緯性をいくらかそこなうものである。　（すなわち，たとえばpゴ＝paをpapaにくら

べたばあい）。しかし，アクセントのあるなが母音をもつ第一音節とアクセントのな

いみじか母音をもつ第二音節とを対比させれば，母音子音の調音運動およびその結果

としての音響に，この二種類の音節のあいだで対照的なちがいがうまれるだろうとい

う予想をたててこの組みあわせをえらんだが，その予想は的中した。

（注3）　左隅にかいてある数字（1）一20－28は，このフレームが映画フィルムのうち

第1部の20番類のセットの第28番蟹のフレームであるという意味である。以下問様。

（注4）　下あごの皮腐の特定の点を計測点とするのは，皮覇が下顎骨に対して固定

しているわけではないので，下顎骨の正確なうごきをしるためには最上の方法とはい

えない。

（注5）　入れ歯の金属をえらんだのは，金属がスクり一ン上でとくにはっきりとう

つるので計測が容易，かつ，正確にできるためである。

（注6）　下顎骨は上顎骨に対していえば，休血状態の位置からみて前後にも左宿に

もかなりうごくことができ，これらのうごきは，ときに表現的な音声を発するために

利用されるが，その問題はここではあっかわない。

（1973年10月脱稿）
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